






1.研究目的

　経口避妊薬服用中止後に妊娠した場合には,経口避妊薬に含有されているス

テロイドホルモンの卵子に対する直接作用や,長期間の排卵抑制にともなう変

性卵による妊娠などが考えられる。このような妊娠が成立した場合に,流早産

や胎児への障害を起す可能性がある。


